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：輸送費用が𝑇 = 0.4𝑑，労働費用が𝑊 = 20のとき，土地費用𝑆は図のように変化すると◇練習問題１－１

する。この図に輸送費用𝑇のグラフを書き加え，そのときの最適立地距離を𝐴，𝐵，𝐶の中から１つ選びな

さい。 

 

：輸送費用が𝑇 = 0.4𝑑，労働費用が𝑊 = 30のとき，土地費用𝑆は図のように変化すると◇練習問題１－２

する。この図に輸送費用𝑇のグラフを書き加え，そのときの最適立地距離を𝐴，𝐵，𝐶，𝐷，𝐸の中から１

つ選びなさい。 

 

：輸送費用が𝑇 =
2

3
𝑑，労働費用が𝑊 = 20のとき，土地費用𝑆は図のように変化すると◇練習問題１－３

する。この図に輸送費用𝑇のグラフを書き加え，そのときの最適立地距離を𝐴，𝐵，𝐶，𝐷，𝐸，𝐹の中から

１つ選びなさい。 
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：輸送費用が𝑇 = 0.75𝑑，労働費用が𝑊 = 20のとき，土地費用𝑆は図のように変化する◇練習問題１－４

とする。この図に輸送費用𝑇のグラフを書き加え，そのときの最適立地距離を𝐴，𝐵，𝐶，𝐷，𝐸の中から

１つ選びなさい。 

 

 

：輸送費用𝑇 = 0.8𝑑，労働費用𝑊 = 20のとき，最適立地距離を下図の𝐴，𝐵，𝐶，𝐷，𝐸，𝐹の中◇練習問題２－１

から１つ選びなさい。 

∆𝑇 = −40𝑘𝑚 × 0.8 = −32 

 

地点𝐹から地点𝐸   ∆𝑆 = 0  ∆𝑇 = −32  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 0 − 32 = −32 

地点𝐸から地点𝐷   ∆𝑆 = 20  ∆𝑇 = −32  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 20 − 32 = −12 
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地点𝐷から地点𝐶   ∆𝑆 = 40  ∆𝑇 = −32  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 40 − 32 = 8 

地点𝐶から地点𝐵   ∆𝑆 = 60  ∆𝑇 = −32  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 60 − 32 = 28 

地点𝐵から地点𝐴   ∆𝑆 = 80  ∆𝑇 = −32  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 80 − 32 = 48 

 

よって，臨界立地地点は地点𝐷 

 

：輸送費用𝑇 = 2.1𝑑，労働費用𝑊 = 20のとき，最適立地距離を下図の𝐴，𝐵，𝐶，𝐷，𝐸，𝐹の中◇練習問題２－２

から１つ選びなさい。 

∆𝑇 = −40𝑘𝑚 × 2.1 = −84 

 

地点𝐹から地点𝐸   ∆𝑆 = 0  ∆𝑇 = −84  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 0 − 84 = −84 

地点𝐸から地点𝐷   ∆𝑆 = 20  ∆𝑇 = −84  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 20 − 84 = −64 

地点𝐷から地点𝐶   ∆𝑆 = 40  ∆𝑇 = −84  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 40 − 84 = −44 

地点𝐶から地点𝐵   ∆𝑆 = 60  ∆𝑇 = −84  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 60 − 84 = −24  

地点𝐵から地点𝐴   ∆𝑆 = 80  ∆𝑇 = −84  ∆𝐶 = Δ𝑆 + Δ𝑇 = 80 − 84 = −4 

 

よって，臨界立地地点は地点𝐴 

 

図：練習問題２－１と２－２ 


